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第
１
０
３
回 

 
 

印
パ 

中
国
兵
器
「
見
本
市
」
に 

 
 
 

※
２
０
２
５
年
５
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
武
力
衝
突

を
き
っ
か
け
に
中
国
製
兵
器
の
性
能
に

関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン

政
府
が
自
軍
の
中
国
製
戦
闘
機
「
殲

」

で
イ
ン
ド
空
軍
機
を
撃
墜
し
た
と
明
ら

か
に
し
た
め
だ
。
急
速
な
発
展
を
遂
げ

る
中
国
の
軍
備
に
は
、
世
界
最
強
の
米

軍
も
警
戒
を
強
め
る
が
、
兵
器
輸
出
国

と
し
て
の
実
力
は
ど
れ
ほ
ど
な
の
だ
ろ

う
か
。 

 

現
地
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
パ
キ
ス
タ

ン
側
の
主
張
で
は
、
カ
シ
ミ
ー
ル
地
方

の
領
有
権
問
題
を
背
景
に
今
回
の
衝
突

で
、
パ
キ
ス
タ
ン
軍
の
戦
闘
機
が
複
数

の
イ
ン
ド
軍
機
を
撃
墜
し
、
そ
の
中
に

は
フ
ラ
ン
ス
製
、
ロ
シ
ア
製
の
も
の
が

含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
パ
キ
ス
タ
ン

の
ダ
ー
ル
外
相
は
議
会
へ
の
報
告
で
そ

の
戦
闘
に
残

が
参
加
し
て
い
た
こ
と

を
認
め
た
。
対
す
る
イ
ン
ド
側
は
損
失

状
況
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。 

 

イ
ン
ド
を
刺
激
し
な
い
た
め
か
、
中

国
政
府
は
論
評
を
避
け
て
い
る
が
、
国

内
世
論
は
「
中
国
の
兵
器
が
西
側
や
ロ

シ
ア
に
対
抗
で
き
る
こ
と
を
初
め
て
実

践
で
示
し
た
」
と
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
。
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
中
国
発
の

生
成
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
「
デ
ィ
ー
プ

シ
ー
ク
」
の
登
場
に
重
ね
合
わ
せ
る
声

さ
え
あ
る
。 

 

「
殲

」
は
２
０
０
０
年
代
か
ら
中

国
軍
に
配
備
さ
れ
、
改
良
が
重
ね
ら
れ

て
き
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
軍
の
機
体
は

年
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
輸
出
版
「
殲

Ｃ
Ｅ
」
で
、
推
定
価
格
は
５
０
０
０
万

円
（
約

億
円
）
前
後
だ
と
い
う
。 

パ
キ
ス
タ
ン
軍
は
殲

に
搭
載
す
る

空
対
空
ミ
サ
イ
ル
「
Ｐ
Ｌ

」
も
中
国
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か
ら
導
入
。
そ
の
推
定
射
程
距
離
は
輸

出
版
が
１
４
５
㌔
と
さ
れ
、
高
性
能
の

追
尾
装
置
を
備
え
る
。
今
回
の
イ
ン
ド

軍
機
の
撃
墜
で
威
力
を
発
揮
し
た
と
の

見
方
が
あ
る
。 

 

空
中
戦
に
お
い
て
長
射
程
の
ミ
サ
イ

ル
で
敵
機
を
撃
墜
す
る
に
は
、
高
性
能

レ
ー
ザ
ー
で
目
標
を
探
知
す
る
早
期
警

戒
機
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。
中
国

メ
デ
ィ
ア
は
今
回
の
「
戦
果
」
が
戦
闘

機
単
独
の
性
能
だ
け
で
な
く
、
中
国
製

兵
器
シ
ス
テ
ム
の
総
合
的
な
作
戦
能
力

を
示
し
た
と
す
る
識
者
の
評
価
を
紹
介

し
た
。 

 

パ
キ
ス
タ
ン
軍
で
は
中
国
製
兵
器
が

主
力
を
担
っ
て
い
る
一
方
で
、
世
界
の

兵
器
輸
出
の
勢
力
図
か
ら
す
れ
ば
、
中

国
の
実
績
は
米
国
や
ロ
シ
ア
の
後
れ
を

取
っ
て
き
た
。 

 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所

（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
の
デ
ー
タ
で
は
、

～

年
の
世
界
の
兵
器
輸
出
シ
ェ
ア
の

上
位
５
カ
国
は
①
米
国
（

％
）
②
フ

ラ
ン
ス
（
９
・
６
％
）
③
ロ
シ
ア
（
７
・

８
％
）
④
中
国
（
６
・
２
％
）
⑤
ド
イ

ツ
（
５
・
６
％
）
。
中
国
の
シ
ェ
ア
は

過
去

年
間
、
平
均
５
～
６
％
で
推
移

し
、
足
踏
み
状
態
が
続
く
。 

 

中
国
の
主
な
取
引
相
手
を
見
る
と
、

パ
キ
ス
タ
ン
が
１
国
で
輸
出
全
体
の

％
を
占
め
、
次
い
で
セ
ル
ビ
ア
が
６
・

８
％
、
タ
イ
が
４
・
６
％
な
ど
偏
り
が

大
き
い
。 

 

輸
出
拡
大
を
阻
む
要
因
と
し
て
は
、

実
戦
で
の
運
用
実
績
の
乏
し
さ
や
欧
米

兵
器
と
の
互
換
性
が
課
題
と
さ
れ
る
。

欧
米
や
周
辺
国
と
の
地
政
学
的
な
緊
張

の
高
ま
り
も
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。 

 

た
だ
、
こ
こ
に
き
て
逆
風
も
あ
る
。

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
で
兵

器
輸
出
の
余
力
が
乏
し
く
な
り
、
新
興
・

途
上
国
は
そ
の
空
白
を
埋
め
る
供
給
元

を
必
要
と
し
て
い
る
た
め
だ
。 

 

実
際
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
で
は
中

国
製
兵
器
の
存
在
が
増
し
て
い
る
。

～

年
に
ア
フ
リ
カ
各
国
が
輸
入
し
た

主
要
兵
器
の
供
給
国
別
シ
ェ
ア
は
、
ロ

シ
ア
が
最
大
の

％
で
、
次
い
で
中
国

が

％
、
米
国
が

％
だ
っ
た
。
特
に

政
情
の
不
安
定
化
な
ど
に
よ
り
近
年
、

兵
器
輸
入
が
急
拡
大
し
て
い
る
ア
フ
リ



 3 / 3 

 

カ
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
（
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
）

地
域
に
絞
る
と
、
中
国
が

％
で
、
フ

ラ
ン
ス
の

％
や
ロ
シ
ア
の

％
を
上

回
り
最
大
の
兵
器
供
給
国
と
な
っ
た
。 

 

新
興
・
途
上
国
に
と
っ
て
は
、
中
国

製
兵
器
は
欧
米
と
比
べ
て
価
格
が
安
い

こ
と
が
最
大
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
現
代
戦
で
欠
か
せ
な
い
無
人

機
（
ド
ロ
ー
ン
）
の
よ
う
に
中
国
が
世

界
最
高
水
準
の
技
術
力
を
持
つ
分
野
も

増
え
て
い
る
。 

 

精
華
大
戦
略
・
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー

（
北
京
市
）
の
周
波
氏
は
香
港
紙
へ
の

寄
稿
で
、
印
パ
の
戦
闘
は
中
国
製
兵
器

に
と
っ
て
の
「
空
前
の
広
告
」
と
表
現

し
「
洗
練
さ
れ
た
性
能
と
手
ご
ろ
な
価

格
で
よ
り
人
気
を
集
め
る
よ
う
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
た
。 

 


